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問題を解
と

き終わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 復

ふ く

習
しゅう

しましょう。

答えと考え方

Ｚ 会 の 総 復 習 ド リ ル

5年生＋さきどり6年生

国語の答えは反対側から始まります。

算 数 ……… 1

社 会 ……… 10

理 科 ……… 8

英 語 ……… 12

	 （1）	① 1　② 0　③ 3　④ 9
	 （2）	① 100　② 10
	 （1）　																	　　（2）

	 （3）																							　（4）

	 （1）	590　（2）61　（3）58.1
	 （1）	［式］0.7 × 6.2 ＝ 4.34
	 	 ［答え］4.34kg
　　（2）	［式］18.6 × 7.8 ＝ 145.08
	 	 ［答え］145.1km

答 え
1

2
×

2
4 6

1 9 2
2 8
4 7 2

1
1

3
.

.

×
6 7
3 8

1 3 3 6
5 0 1
6 3 4 6

1
.

.

×
9 3
2 4

7 7 2
8 6
6 3 2

3
4

1
.
.

.

×
9 3
50 7

3 4 5 1
42

2
6 5

8 1 0 1

4
.
.

.
3

4

	 　（2）	0.581 の小数点を右へ 2けたうつす
と 58.1 になるので、100倍です。
　39.3の小数点を左へ1けたうつすと3.93

になるので、 1
10 	です。

	 （1）		12.5 × 5.9 × 8＝ 12.5 × 8× 5.9
　　　＝ 100× 5.9 ＝ 590
（2）		0.61 × 25× 4＝ 0.61 × �25 × 4�
　＝ 0.61 × 100＝ 61
（3）	○×□＋△×□＝ �○＋△ �×□
となることを使って計算します。
　　2.9 × 5.81 ＋ 7.1 × 5.81
　＝ �2.9 ＋ 7.1� × 5.81
　＝ 10× 5.81 ＝ 58.1

	 （1）	液
えき
体
たい
の重さは、

　　1Lの液体の重さ（kg）×	液体の量（L）
で求められます。

（2）	この自動車の走る道のりは、
　　1Lのガソリンで走る道のり（km）
	 ×ガソリンの量（L）
で求められます。

考 え 方
1

3

4

小数のかけ算01
2 ～ 3ページ
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	 　（2）	2 つの
直方体あ、い
に分けて体積
を求めます。
上下に分ける
方法などもあります。
	 　1m3 ＝ 1000000cm3、1L ＝ 1000cm3、
1kL＝1000L＝1m3、1mL＝1cm3です。
	 　（1）	箱のたては、60－ 20× 2＝ 20（cm）
横は、80－ 20× 2＝ 40（cm）
深さは、20cmとなります。

（2）	水の深さは、12－10＝2（cm）増えたの
で、石の体積は、20×40×2＝1600（cm3）

（3）	石の体積は 8× 8× 8＝ 512（cm3）
増えた水の深さを□ cmとすると、増えた深
さ分の水の体積は石の体積と等しいので、
20× 40×□＝ 512
　□＝ 512÷ 800＝ 0.64
したがって、10＋ 0.64 ＝ 10.64（cm）

考 え 方
2

い
あ

15cm

10cm
10cm

5cm

6cm

6cm

3

4

	 　あまりの小数点は、わられる数のもとの小
数点の位置にそろえてつけます。

	 　（1）	4.6 ÷ 1.4 ＝ 3.28…より、小数第二
位を四捨五入して 3.3 になります。

（2）	3.28 ÷ 0.6 ＝ 5.46…より、小数第二位
を四捨五入して 5.5 になります。

	 　（1）弟の体重を□ kgとすると、
　□× 1.5 ＝ 36
□にあてはまる数を求めると、
　36÷ 1.5 ＝ 24
したがって、兄と弟の体重の合計は、
　36＋ 24＝ 60（kg）

（2）	もとの長方形の面積は、
　4.6 × 9.2 ＝ 42.32（cm2）
もとの長方形のたての長さを 2.3 倍すると、
　4.6 × 2.3 ＝ 10.58（cm）
長方形の横の長さは、42.32 ÷ 10.58 ＝ 4
（cm）
【別の考え方】
横の長さを 2.3 でわって、9.2 ÷ 2.3 ＝ 4
（cm）

考 え 方
2

3

5

直方体と立方体の体積 小数のわり算02 03

	 （1）	8cm3　（2）40cm3

	 （1）	［式］1.2m＝ 120cm
	 	 　 　80 × 120× 60＝ 576000
	 	 ［答え］576000cm3

	 （2）	［式］6 × 10× 5
	 ＋6×�15－10�×10＝600
	 	 ［答え］600cm3

	 （1）	3000000　（2）12000
	 （3）	6000、6　（4）520
	 （1）	［式］60 － 20× 2＝ 20
	 	 　 　80 － 20× 2＝ 40
	 	 　 　20 × 40× 20＝ 16000
	 	 ［答え］16000cm3

	 （2）	［式］20×40×�12－10�＝1600
	 	 ［答え］1600cm3

	 （3）	［式］8 × 8× 8＝ 512
	 	 　 　512 ÷ �20 × 40� ＝ 0.64
	 	 　 　10 ＋ 0.64 ＝ 10.64
	 	 ［答え］10.64cm

答 え
1

2

3

4

	 （1）	 （2）	 （3）	

	 （1）		 （2）

	 （1）	3.3　（2）5.5
	 （1）	×（2）○（3）○（4）△（5）×
	 （1）	［式］36÷1.5＝24　36＋24＝60
	 	 ［答え］60kg
	 （2）	［式］4.6 × 9.2 ＝ 42.32
	 	 　 　4.6 × 2.3 ＝ 10.58
	 	 　 　42.32 ÷ 10.58 ＝ 4
	 	 ［答え］4cm

答 え
1
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0
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	 三角形いを回転させて考えます。

	 （1）
4cmの辺に 5cm
と 2cmの長さを
とる。

（2）
	 	 	

	 	 	

	 　（1）	5cmの辺に 70°の角をかき、3cmの
長さをとります。

（2）	4cmの辺の両側に 50°と 40°の角をとり
ます。

考 え 方
2

7.1cm

60°

い

Ｅ ＤＦ Ｆ

Ｄ Ｅ

7.1cm

60°

3

5cm

4cm

2cm

3cm

3cm

110°
4cm

2cm

3cmの辺に 110°の
角をかき、3cmの長
さをもう 1つとる。

2cmと4cmの
長さをとり、
線をつなぐ。

4

	 　（2）	「1から 10」までの数のうち、偶数は、
2、4、6、8、10の 5個です。
「11 か ら 20」、「21 か ら 30」、「31 か ら
40」、「41 から 50」、「51 から 60」につい
ても 5個ずつあるので、偶数は全部で、
　5× 6＝ 30（個）

	 　（2）	45 の倍数から 20の倍数をさがすと、

　45、90、135、180	、225、…

だから、最小公倍数は 180です。
また、20の約数から 45の約数をさがすと、

　1 、2、4、5 、10、20

だから、最大公約数は 5です。
	 　（1）	16 の倍数から 6の倍数をさがすと、

　16、32、48	、64、80、96	、…

このうち、48は 2の倍数でもあるので、最
小公倍数は 48です。
2の約数の中から 6の約数をさがすと、

　1 、2

このうち、2は 16の約数でもあるので、最
大公約数は 2です。

	 　（1）	できるだけ小さい正方形を作るために、
18と 24の最小公倍数を求めます。

（2）	できるだけ大きい正方形を作るために、
18と 24の最大公約数を求めます。

考 え 方
1

3

4

5

合同な図形 偶
ぐう

数
すう

と奇
き

数
すう

、倍数と約数04 05

	 ㋐と㋖、㋑と㋔、㋒と㋗、㋓と㋘
	 （1）	 頂

ちょう
点
てん
Ｆ　（2）辺ＥＤ　（3）75&

	 （1）		 	（2）

	 （1）		 （2）

※	　		、　		は実
じっ
際
さい
の長さよりも短くなっています。

図形の向きはこの通りでなくてもよいです。

答 え
1

2

3

4cm

2cm

5cm

2cm

4cm

3cm

3cm
110°

4

3cm

70°
5cm

4cm

50°40°

3 4

	 （1）	59　（2）30個
こ
　（3）52

	 （1）	7、14、21、28、35、42、49
	 （2）	12、24、36、48
	 （1）	最小公倍数 24、最大公約数 2
	 （2）	最小公倍数 180、最大公約数 5
	 （3）	最小公倍数 91、最大公約数 1
	 （1）	最小公倍数 48、最大公約数 2
	 （2）	最小公倍数 360、最大公約数 12
	 （1）	72cm　（2）6cm

答 え
1

2

3

4

5

8 ～ 9ページ 10～ 11ページ
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	 　（1）	4 回のテストの平均点が 78点だから、
4回のテストの合計点は、4回とも78点だっ
たときの合計点と同じと考えられます。
だから、4回のテストの合計点は、
　78× 4＝ 312（点）

（2）	3 回目以外のテストの合計点は、
　83＋ 68＋ 77＝ 228（点）
したがって、3回目のテストの点数は、
　312－ 228＝ 84（点）
	 　（1）	同じ個数でのねだんは㋐のほうが安い
ので、1個あたりのねだんが安いのも、㋐です。

（2）	同じねだんなので、個数が多い㋒です。
（3）	1 個あたりのねだんをそれぞれ計算すると、
　㋐	720 ÷ 10＝ 72（円）
　㋑	900 ÷ 10＝ 90（円）
　㋒	900 ÷ 12＝ 75（円）となります。

	 　人口密度＝人口（人）÷面積（km		）
	 1m		あたりのペンキの量（dL）
	 ＝必要なペンキの量（dL）÷面積（m		）
だから、1m2をぬるのに必要なペンキの量は、
　2.4 ÷ 3＝ 0.8（dL）
したがって、16m2をぬるのに必要なペンキ
の量は、0.8 × 16＝ 12.8（dL）

考 え 方
2

3

4 2

5 2

2

	 　（2）	図の㋖の角度は、
360°－�83°＋110°＋83°�
＝ 84°
だから、㋑の角度は、
　84°－ 34°＝ 50°

	 　（1）	㋐の角度は	 	
90°－ 45°=45°、㋔の
	角度は45°－30°＝15°、
㋑の角度は	 	
　180°－ �90°＋ 15°�＝ 75°

（2）	三角形ＢＦＥで㋒の角
度は、	 	
180°－�30°＋90°�＝60°
三角形ＧＢＣで㋓の角度
は、
　180°－ �30°＋ 45°�＝ 105°

考 え 方
2

110°

83°

34°
㋑
㋖

A

B C

D
83°

3

平
へい

均
きん

、単位量あたり 図形の角06 07

	 （1）	［式］760 ÷ 8＝ 95　［答え］95g
	 （2）	［式］ �86＋93＋79＋82�÷4＝85
	 	 ［答え］85 人
	 （1）	［式］78×4＝312　［答え］312点
	 （2）	［式］312－�83＋68＋77�＝84
	 	 ［答え］84 点
	 （1）	㋐　　（2）㋒
	 （3）	［式］720 ÷ 10＝ 72
	 	 　 　900 ÷ 10＝ 90
	 	 　 　900 ÷ 12＝ 75　［答え］㋐
	 ［式］112552 ÷ 62＝ 1815.3…
	 ［答え］1815 人
	 ［式］2.4÷3＝0.8　0.8×16＝12.8
	 ［答え］12.8dL

答 え
1

2

3

4

5

	 （1）	［式］180°－ �40°＋ 77°�＝ 63°
	 	 ［答え］63°
	 （2）	［式］180°－ 56°× 2＝ 68°
	 	 ［答え］68°
	 （3）	［式］180°－ 125°＝ 55°
	 	 　 　180°－ �65°＋ 55°�＝ 60°
	 	 ［答え］60°
	 （1）	［式］180°－ 90°＝ 90°
	 	 　 　180°－ 56°＝ 124°
	 	 　 　360°－�90°＋77°＋124°�＝69°
	 	 ［答え］69°
	 （2）	［式］360°－�83°＋110°＋83°�＝84°
	 	 　 　84°－ 34°＝50°　［答え］50°
	 （3）	㋒ 70°　㋓ 110°
	 （1）	［式］90°－ 45°＝ 45°
	 	 　 　45°－ 30°＝ 15°
	 	 　 　180°－ �90°＋ 15°�＝ 75°
	 	 ［答え］㋐ 45°　㋑ 75°
	 （2）	［式］180°－ �30°＋ 90°�＝ 60°
	 	 　 　180°－�30°＋45°�＝105°
	 	 ［答え］㋒ 60°　㋓ 105°

答 え
1

2

3

12～ 13ページ 14～ 15ページ

㋐

㋑

㋔

A
E

D

B C

㋓
㋒

AG
E

D

ＦB C
45°

30°



54

算
　数

	 （2）	 56＝
5× 6
6× 6 ＝

30
36 	、

7
9＝

7× 4
9× 4 ＝

28
36、

　 1216 	＝	
3
4 	＝	

3 × 9
4× 9 	＝	

27
36

小さい順にならべると、2736 	→	
28
36 	→	

30
36

	 （2）	 3 23 	+ 1
5
7 	＝	3

14
21 	＋	1	

15
21 	＝	4

29
21 	＝	5

8
21

（4）	 4 16 －1
4
9 ＝4

3
18－1

8
18＝3

21
18－1

8
18

	 	 　　　	＝2 1318

	 （1）	 1 14 	＋	
1
6 	＋1

9
10 	＝1	

15
60 	＋	

10
60 	＋1

54
60

	 	 　　　　　　　	 ＝2 7960＝3
19
60

（2）	 5 38 －2
7
10＋1

4
5 ＝5

15
40－2

28
40＋1

32
40

　＝2 2740＋1
32
40＝3

59
40＝4

19
40

考 え 方

2

3

4

分数のたし算とひき算 四角形と三角形の面積08 09

	 （1）	0.75　　　（2）3.4

	 （3）	1 710 	
17
10 	　　　（4）

63
100

	 （1）	 12 	→	
5
9	→	

2
3

	 （2）	 1216 	→	
7
9 	→	

5
6

	 （1）	 1324　　　（2）5
8
21 	

113
21 	

	 （3）	 1120　　　（4）2
13
18 	

49
18 	

	 （1）	3 1960	
199
60 	　（2）4

19
40	

179
40 	

	 ［式］7 56 	－	3
5
18 	－	2

11
15 	＝	1

37
45

	 ［答え］1 3745	kg 
82
45 	kg 	

答 え
1

2

3

4

5

	 （1）	［式］6 × 5＝ 30　［答え］30cm2

　	（2）	［式］5 × 5÷ 2＝ 12.5
	 	 ［答え］12.5cm2

　	（3）	［式］�4.4＋8�×5.8÷2＝35.96
	 	 ［答え］35.96cm2

	 （4）	［式］6×8÷2＝24　［答え］24m2

	 （1）	㋑　（2）㋐と㋓
	 （1）	［式］6 ＋ 2＝ 8
	 	 　 　8×3÷2＋8×3÷2＝24
	 	 ［答え］24cm2

	 （2）	［式］35 × 25÷ 2＝ 437.5
	 	 ［答え］437.5cm2

	 （1）
高さ（cm） 1 2 3 4 5
面積（cm2） 3 6 9 12 15

	 （2）	△＝ 3×□

答 え
1

2

3

4

16～ 17ページ 18～ 19ページ

	 　㋐～㋒の平行四辺形は、高さがどれも同じ
なので、底辺の長さがいちばん長い㋑が、面
積がいちばん大きくなり
ます。また、㋓の三角
形は右の図より、底辺
8cmの平行四辺形の面
積の半分になっています。

	 　（1）	三角形ＡＢＤ、三角形ＣＢＤの面積は
どちらも、8× 3÷ 2＝ 12（cm2）

（2）	右下の図で、三角形ＥＧＦと三角形ＥＢＦ、
三角形ＦＣＤと三角形ＦＢＤ
の面積は等しいので、色
がついている部分全体の
面積は、長方形ＡＢＣＤ
の面積の半分になってい
ます。したがって、面積は、
　35× 25÷ 2＝ 437.5（cm2）

	 　（2）	表より、高さが 2倍、3倍…になると、
面積も 2倍、3倍…になることがわかります。
また、三角形の面積は高さの 3倍になって
いるので、△＝ 3×□になります。

考 え 方
2

3

4

8cm

8cm

等しい

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｇ

Ｆ Ｄ

Ｃ
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	 　（1）	4 分間に 1km＝ 1000m進むので、
1分間では、1000÷ 4＝ 250（m）進みます。

（2）	3 時間で 105km進むので、1時間では、
105÷ 3＝ 35（km）進みます。
	 　（3）	【別の考え方：分速を時速に直して計算】
　300× 60＝ 18000（m）
18000m＝ 18kmより、分速 300m＝	時
速 18km。63kmの道のりを進むから、か
かる時間は、63÷ 18＝ 3.5（時間）
	 　この電車がふみ切り
の前で立っている人の
目の前を通り過

す
ぎるの

に走る道のりは、ちょ
うど電車の長さと等し
いので、104mです。
104mを 4 秒で進む
から、104÷ 4＝ 26より、秒速 26mです。
	 　（1）	まさるさんは 1分間に 200m、妹は
1分間に 60m、同じ方向に進むので、1分
間で、200－ 60＝ 140（m）ずつ近づきます。

（2）	はじめに 700mの差があって、1分間で
140mずつ近づくので、まさるさんが妹に
追いつくのにかかる時間は、
700÷ 140＝ 5（分）です。

考 え 方
1

2

3

4

速さ10

	 （1）	250　　（2）35
	 （1）	［式］2.9×2＝5.8　［答え］5.8km
	 （2）	［式］1 時間 30分	＝ 5400秒
	 	 　 　4 × 5400＝ 21600
	 	 　 　21600m＝ 21.6km
	 	 ［答え］21.6	km
	 （3）	［式］63km＝ 63000m
	 	 　 　63000 ÷ 300＝ 210
	 	 　 　210 分	＝ 3時間 30分
	 	 ［答え］3 時間 30分
	 ［式］104 ÷ 4＝ 26　［答え］秒速 26m
	 （1）	［式］200－60＝140［答え］ 140m
	 （2）	［式］700 ÷ 140＝ 5　［答え］5 分

答 え
1

2

3

4

20～ 21ページ

目の前を通り過ぎる
4秒間に走る道のり

104m

秒速□m？

104m

	 　割合＝比
くら
べられる量÷もとにする量の関係

を使って求めます。
（1）	342 ÷ 360× 100＝ 95（％）
（2）	378 ÷ 1200＝ 0.315
0.315 を歩

ぶ
合
あい
で表すと 3割 1分 5厘です。

（3）	6300 × 0.12 ＝ 756（人）
（4）720÷ 0.48 ＝ 1500（L）
	 　（1）	比べられる量が 660 円、もとにする
量が 2000円なので、求める割合は、
　660÷ 2000＝ 0.33

（2）	中身の重さが 10％増
ふ
えて 88gになってい

るので、88gはおかしのもとの重さの、
100＋ 10＝ 110（％）にあたります。
110％を小数で表すと 1.1 です。比べられ
る量が 88g、割合が 1.1 なので、おかしの
もとの重さは、88÷ 1.1 ＝ 80（g）

	 　（1）	円グラフの目もりを見ると、30kg以
上 35kg未満の人は、44と 72の間なので、
全体の、72－ 44＝ 28（％）にあたります。

（2）	もとにする量が25人で、35kg以上40kg
未満の人は全体の 44％なので、
　25× 0.44 ＝ 11（人）

考 え 方
2

3

4

割
わり

合
あい

とグラフ11

	 （1）	28％　（2）	3 割 1分 8厘
りん

	 （3）	0.47　（4）0.73
	 （1）	95　（2）3、1、5
	 （3）	756　（4）1500
	 （1）	［式］660 ÷ 2000＝ 0.33
	 	 ［答え］0.33
	 （2）	［式］88 ÷ �1 ＋ 0.1� ＝ 80
	 	 ［答え］80g
	 （1）	28％
	 （2）	［式］25×0.44＝11　［答え］11 人
	 （3）	例

答 え
1

2

3

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

35～40kg 44％

30～35kg 28％ その他 8％
25～30kg 20％

22 ～ 23ページ
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	 　（2）	右の図①で、○
の角の大きさはすべて
等しいので、㋐の角度
は、360°÷ 6＝ 60°
△の角の大きさは、

考 え 方
1

　�180°－ 60°�÷ 2＝ 60°
㋑の角度は、60°× 2＝ 120°
右の図②で、●の角の
大きさはすべて等しい
ので、㋒の角度は、
　360°÷ 9＝ 40°
▲の角の大きさは、
　�180°－ 40°�÷ 2＝ 70°
㋓の角度は、▲の角の 2つ分なので、
　70°× 2＝ 140°

（3）	左下の図①の 6つの三角形は正三角形で、
正六角形の 1辺は 5cmだから、まわりの長
さは、5× 6＝ 30（cm）

	 　展
てん
開
かい
図
ず
の長方形の横の

長さと底面の円の円周の
長さは等しいので、底面
の円の半径を□ cmとす
ると、
　□× 2× 3.14 ＝ 37.68
□にあてはまる数を求めると、
　□＝ 37.68 ÷ 6.28 ＝ 6（cm）

4

正多角形と円、角柱と円柱12

	 （1）	①正六角形　②正九角形
	 （2）	㋐ 60° ㋑ 120° ㋒ 40° ㋓ 140°
	 （3）	30cm
	 （1）	［式］ 5×3.14＝15.7	［答え］15.7cm
	 （2）	［式］56.52÷3.14＝18 18÷2＝9
	 	 ［答え］9cm
	 （1）	五角柱（2）点Ｅ、点Ｏ（3）辺ＪⅠ
	 （4）	辺ＡＲ、辺ＲＱ、辺ＪＫ、辺ＫＬ
	 （1）	円柱	（2）高さ 20cm 半径 6cm

答 え
1

2

3

4

24～ 25ページ

①

5cm

㋑

㋐

②

㋒

㋓

20cm

5
15

5
15

6

2
5 ×6＝

2×6
5 ＝ 125

＝ 2×4
9 ＝ 3×6

7

＝ 89 ＝ 187

12

12
5 	L

分数と整数のかけ算６年算数
さきどり

26～ 27ページ
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	 	 （1）	インゲンマメの発
はつ
芽
が
には、水、空気、

適
てき
当
とう
な温度が必要です。

（4）	柱頭に花
か
粉
ふん
がつくことを受

じゅ
粉
ふん
といいます。

図 2のアは柱頭、イは子ぼう、ウはおしべ、
エはつぼみです。
	 	（1）	男

だん
性
せい
のからだにある精

せい
巣
そう
でできた精

せい
子
し

と女性のからだにある卵
らん
巣
そう
でできた卵

らん
が結び

ついて受
じゅ
精
せい
卵
らん
になります。受精卵は女

じょ
性
せい
の子

宮の中で育ちます。
（2）	たいばんでは、母親からの養分と、子ども
からのいらなくなったものなどの交

こう
換
かん
が行わ

れます。へそのおは、母親と子宮の中の子ど
もをつないでいます。

（4）	ア…人の子どもは、へそのおとたいばんを
通して、母親から養分をとり入れています。
イ…人の子どもは、受

じゅ
精
せい
後約 4週間で心

しん

臓
ぞう
が動き、受精後約 38週間で生まれます。
ウ…受精卵は、最初は約 0.1 ～ 0.2mmく
らいの大きさですが、生まれるときにはおよ
そ数千倍にまで成長しています。
エ…人の子どもは、生まれてすぐにこきゅ
うをするようになります。

（5）	ア…人の親は生まれた子どもにちちをあた
えますが、メダカはたまごからかえった子ど
もの世話をすることはありません。
イ…人もメダカも受精しないと卵が成長を
始めません。
ウ…人の子どもは母親のからだの中で育っ
てから生まれ、メダカはたまごで生まれます。

考 え 方
1

2

流れる水のはたらき／
天気／ふりこ02

	 （1）	イ・オ
	 （2）	①	エ　②	ア　③	イ　④	ウ
	 （3）	Ａ…ウ　Ｂ…ア　Ｃ…イ
	 （4）	②
	 （1）	子

し
宮

きゅう

	 （2）	②	たいばん　③	へそのお
	 （3）	羊

よう
水
すい
　（4）ウ・エ　（5）イ

答 え
1

2

	 	 （1）・（2）曲がっている川では、外側のほ
うが水の流れが速いため、すなや土がけずら
れて運ばれやすく、川の深さは深くなってい
ます。また、内側の岸にはすなや土が積もり
やすく、川の深さは浅くなっています。この
ため、曲がっている川の外側にはがけ、内側
では川原がよくみられます。

（3）	イ…上流にある大きくて角ばった石が、運
ばれるとちゅうでほかの石とぶつかってわれ
たり、川底で表面がけずられたりして角がと
れるため、下流の石は小さくて丸みをおびて
いるものが多くなります。
ウ…上流は山の中にあるため、かたむきが

急で流れが速く、下流は平地にあるため、か
たむきがゆるやかで、流れがおそくなります。

	 	（1）	日本の上空の雲は西から東へ動くため、
日本の天気は西から東へ移

うつ
っていきます。

（2）	空全体の広さを 10として、空をおおって
いる雲の量が 0～ 8だと天気は晴れ、9～
10だと天気はくもりです。

（3）	9 月ごろに日本に近づい
てくる台

たい
風
ふう
は、右の図のよ

うな動きをします。

	 	（1）	同じ大きさの場合、鉄のおもりよりも
木のおもりのほうが軽くなりますが、おもり
の重さをかえても、ふりこが 1往

おう
復
ふく
するの

にかかる時間はかわりません。
（2）	ふりこの長さを短くすると、ふりこが 1
往復するのにかかる時間は短くなります。

（3）	ふれはばをかえても、ふりこが 1往復す
るのにかかる時間はかわりません。

考 え 方
1

2

3

	 （1）	②　　（2）②　　（3）ア・エ
	 （1）	ア　　（2）ア
	 （3）	Ａ…ア　Ｂ…イ　Ｃ…エ　Ｄ…カ
	 （1）	ウ　　（2）イ　　（3）ウ

答 え
1

2

3

植物／
人やメダカのたんじょう01理科

28 ～ 29ページ 30～ 31ページ
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	 	 （4）	方
ほう
位
い
磁
じ
針
しん
のＮ極が電

でん
磁
じ
石
しゃく
のＢに引き

つけられるので、ＢがＳ極です。電磁石のＡ
側の横にも方位磁針を置くと、次の図のよう
になります。

（5）	電磁石に流れる電流の向きを逆
ぎゃく
にすると、

電磁石のＮ極とＳ極が逆になります。

	 	（1）	右のグラ
フは水の温度と
とける量の関係
を表しています。

（3）	水 の 量 を 2
倍にすると、も
のがとける量も
2倍になります。
つまり、40℃
の水 100mL に
はミョウバンが 11.9 × 2 ＝ 23.8（g）ま
でとけます。10℃の水 100mL には、3.8
× 2＝ 7.6（g）までとけるので、水の温度
を40℃から10℃まで下げると、23.8－ 7.6
＝ 16.2（g）がとけきれずに出てきます。

（5）	ミョウバンがとけている液
えき
はすき通ってい

ますが、水をじょう発させると、とけたミョ
ウバンが出てきます。

考 え 方
1

Ｓ極Ｎ極

Ｎ極Ｓ極

2

	 （1）	ウ　　（2）ア　　（3）イ
	 （4）	Ｂ　　（5）ア
（1）	食塩　（2）例水の量を多くする。

	 （3）	16.2g　　（4）ろ過
か
　　（5）ア

答 え
1

2

電流のはたらき／もののとけ方03
32～ 33ページ

水50mlにとける量

水の温度

食塩

ホウ酸

ミョウバン

20 40 60(℃)
0

5

10

15

20

と
け
る
量

(g)

30 5010

	 	 （1）	地層は下のほうが古く、上のほうが新
しいです。問題の地層では、一番下のれきの
層が最初に積もったため、最も古い層です。

（2）	火山がふん火すると、広いはん囲に火山ば
いがふります。同じ火山ばいが観察できる地
層が広く見つかるほど、大きなふん火があっ
たことがわかります。

	 	（1）	シジミは湖や河口など、塩分濃
のう
度
ど
が低

いところにすむ生き物です。そのため、シジ
ミの化石が見つかると、そこが当時どんなか
ん境
きょう
だったかわかります。

（2）	アサリは浅い海にすむ生き物です。そのた
め、アサリの化石が見つかった場所は、当時
浅い海だったことがわかります。しおひがり
のイラストをヒントに解

と
きましょう。

　アサリやシジミのように、当時のかん境が
わかる化石のことを示

し
相
そう
化
か
石
せき
といいます。ま

た、アンモナイトやきょうりゅうの化石のよ
うに、その地層ができた年代がわかる化石の
ことを示

し
準
じゅん
化
か
石
せき
といいます。示相化石と示

準化石について、くわしくは中学校で学習し
ます。

	 	 でい岩
がん
、さ岩

がん
、れき岩

がん
は、どれも流れる水

のはたらきによって運ばれたたい積物が、長
い年月でおしつぶされて固まってできた岩石
です。
　でい岩は細かいどろのつぶが固まってでき
ているので、なめらかでつるつるした見た目
をしています。さ岩はすなが固まってできて
いるのでざらざらした見た目をしています。
れき岩は、2mm以上の小石が混

ま
ざっている

ことが目で確
かく
にんできます。

考 え 方
1

2

3

	 （1）	れき　→　すな　→　どろ
	 （2）	例火山のふん火があった。
	 	（1）	例当時、湖か河

か
口
こう
だった。

	 （2）	ア
イ

答 え
1

2

3

34 ～ 35ページ

大地のつくり６年理科
さきどり
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	 　（1）	Ａの島は北
ほっ
海
かい
道
どう
で、日本で 2番目に

広い島です。冬の寒さがきびしく、まどを二
重にして保

ほ
温
おん
性
せい
を高くした家が見られます。

日本の島は、広い順に本
ほん
州
しゅう
、北海道、 九

きゅう

州
しゅう
、四

し
国
こく
、択

え
捉
とろふ
島
とう
、国
くな
後
しり
島
とう
、沖
おき
縄
なわ
島
じま
で、沖

縄県はさとうきびやパイナップルの栽
さい
培
ばい
がさ

かんです。
（2）	Ｂの島は奥

おく
尻
しり
島
とう
（北海道）です。津

つ
波
なみ
は、

海底の地形の変化が原
げん
因
いん
で発生するので、台

風とは関係がありません。また、訓
くん
練
れん
であら

かじめ避
ひ
難
なん
の仕方を確認することで実際の避

難をスムーズに行えます。
（3）	Ｃの島は新

にい
潟
がた
県の佐

さ
渡
ど
島
しま
です。宮城県仙

せん
台
だい

市は、佐渡島の東にあり、緯
い
度
ど
はほぼ同じで

すが、海流のえいきょうで気温がちがいます。
暖
だん
流
りゅう
が近いと気温が高く、寒流が近いと気

温が低くなります。
　

（4）	Ｄの島は長
なが
崎
さき
県の対馬です。対馬は韓国の

近くにあります。
（5）	Ｅの島は鹿

か
児
ご
島
しま
県の屋

や
久
く
島
しま
です。森林には

雨水をたくわえ、洪
こう
水
ずい
や山くずれを防

ふせ
ぐダム

のような働きがあります。地球温
おん
暖
だん
化
か
の原因

となる二酸化炭素を吸
きゅう
収
しゅう
し、酸素を増

ふ
やす

働きもあります。

考 え 方
1

暖流
寒流

対馬海流

黒潮
（日本海流）

親潮
（千島海流）

リマン
海流

日本の食料生産02

	 （1）	ア　（2）ア・イ（順不同）
	 （3）	①	緯

い
度
ど
　 ②	宮

みや
城
ぎ
　 ③	対

つし ま
馬海流

	 	 ④	親
おや
潮
しお
　 ⑤	季節風

	 （4）	大
だい
韓
かん
民
みん
国
こく
（韓国）

	 （5）	①	エ　　②	イ　　③	ウ
	 （6）	島　与

よ
那
な
国
ぐに
島
じま
　　県　沖

おき
縄
なわ
県

答 え
1

	 （1）	新
にい
潟
がた
県がふくまれるアが正

せい
解
かい
です。

（2）	品種改良によって北海道でもイネが育つよ
うになりました。寒さを防

ふせ
ぐために、ビニー

ルハウスの中で育てるなどの工夫をしていま
す。有

ゆう
機
き
肥
ひ
料
りょう
とは、自然のものから作られ

たたい肥、カントリーエレベーターは、収
しゅう

穫
かく
した米を保

ほ
存
ぞん
する建物です。

（3）	ほ 場
じょう
整
せい
備
び
では、田を大きく四角くするこ

とのほか、用水路や農道の整備も行われ、機
械で効

こう
率
りつ
よく作業できるようになりました。

	 　（1）	あたたかい大洋にいるかつお類は、太
平洋に面した港に水あげされます。

（2）	水産業にも、陸上の自然が関係します。山
から流れこむ栄養でプランクトンが育ち、水
面に映る木のかげが魚のすみかになります。

	 　（1）	食料自給率は、国内で消
しょう
費
ひ
された食

料のうち、国内で生産された割
わり
合
あい
を示
しめ
します。

食料自給率が低い作物は輸
ゆ
入
にゅう
しています。

（2）	表からは、農業総生産額と農業従
じゅう
事
じ
者
しゃ
数
すう

の両方が大きく減っていますが、農業従事者
1人あたりの農業生産額は、1990 年は約
135 万円、2020 年は約 357 万円と、大き
く増えています。

考 え 方
1

2

3

	 （1）	ア　（2）ア
	 	（3）例機械を使いやすくするため、
田を大きく四角くした。

	 《採
さい
点
てん
の仕方》

	 	目的として「機械を使う」こと、具体的に	
行ったこととして「田を大きくした」こ
とや「四角くした」ことを書きましょう。

	 （1）	例太
たい
平
へい
洋
よう
に面している。　（2）	イ

	 	（1）	小麦・果物（順不同）
	 	（2）	例農業で働く人 1人あたりの生

せい

産
さん
額
がく
が増

ふ
えている。

	 《採点の仕方》
	 	「農

のう
業
ぎょう
従
じゅう
事
じ
者
しゃ
数
すう
の減

へ
り方よりも農

のう
業

ぎょう

総
そう
生
せい
産
さん
額
がく
の減り方の方が小さい」など

の表
ひょう
現
げん
も○です。

答 え
1

2

3

日本の国土と環
かん

境
きょう

01社会
36～ 37ページ 38～ 39ページ
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	 　（1）	文字、画
が
像
ぞう
、音声、映

えい
像
ぞう
のすべてにイ

ンターネットは対応しています。一方、テレ
ビは映

えい
像
ぞう
・音声が中心です。新聞は文字と画

像、ラジオは音声だけのメディアです。
	 　輸

ゆ
入
にゅう
・販
はん
売
ばい
をしても、ものの形や性

せい
質
しつ
はそ

のままです。必要としている人と売りたい人
を結びつけることで価

か
値
ち
を生み出す仕事です。

	 　（1）	①～⑥の都市の位置を確認しましょう。
	

（2）	多くの工業原料や製
せい
品
ひん
は重くて大きいため、

船を使って運びます。自動車や機械を組み立
てる工場が多い関

かん
東
とう
内
ない
陸
りく
工業地域からは、ト

ラックで、機械の部品や製品を運んでいます。
（3）	燃

ねん
料
りょう
を燃

も
やしたあとの排

はい
出
しゅつ
ガスが大気汚

お

染
せん
や、二

に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
による地球温暖化の原

げん
因
いん
だ

と言われています。

考 え 方
1

2

3

工業地域
工業地帯

太平洋ベルト
たいへいよう

福井県鯖江市
ふく い　　 さば え

大阪府東大阪市
おおさか　　ひがしおおさか

千葉県市原市
　ち　ば　　 いちはら

愛媛県今治市
　え　ひめ　　いまばり

神奈川県横浜市
　か　な がわ　　よこはま

愛知県豊田市
あい ち　　 とよ た

	 （1）	①	ア　　②	ウ　　③	イ　　④	エ
	 	（2）	例どこにいても緊

きん
急
きゅう
地
じ
震
しん
速
そく
報
ほう
を

受信することができる。
	 《採

さい
点
てん
の仕方》

	 	「どこでも」受信できることがあれば
○です。

	 ア
	 （1）	①	京

けい
葉
よう
工
こう
業
ぎょう
地
ち
域
いき

	 ②	瀬
せ
戸
と
内
うち
工業地域　③	阪

はん
神
しん
工業地帯

	 ④	京
けい
浜
ひん
工業地帯　⑤	北

ほく
陸
りく
工業地域

	 ⑥	中
ちゅう
京
きょう
工業地帯

	 （2）	①	船　　②	トラック（自動車）
	 （3）	大

たい
気
き
汚
お
染
せん
または地

ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か

答 え
1

2

3

（1）	選挙に行く権
けん
利
り
のことを選

せん
挙
きょ
権
けん
といいます。

選挙権の年
ねん
齢
れい
は 2016 年に 20才から 18才

に引き下げられました。
（2）	ア　選挙立会人は、選挙が行われる地いき
の人が行います。会場の小中学校につとめて
いる先生方ではありません。

イ　選挙で投票するときは、自分の考えで投票
します。たとえ家族でも、投票所で相談する
ことはできません。

ウ　投票所の入
にゅう
場
じょう
券
けん
だけを持って行けば、投

票することができます。投票用紙に記入する
筆記用具は、投票所に備

そな
えつけられています。

なお、投票所入場券をわすれたり、なくした
りしても、身

み
分
ぶん
証
しょう
明
めい
書
しょ
があれば投票できます。

エ　投票日より前に投票することを「期日前投
票」といいます。この制

せい
度
ど
を利用して投票す

る人は年々増
ふ
えています。

（3）	18 才以上の人は国会議員の選挙と自分の
住んでいる都道府県や市町村で行われる選挙
に、投票することができます。アメリカ合衆
国のような外国や B市のように別の市の選
挙には投票できません。

考 え 方

（1）	ウ　（2）エ　（3）ア・エ（順不同）
答 え

工業と情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

03
40～ 41ページ 42～ 43ページ

身近な選挙６年社会
さきどり
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英
　語

 

C F J

YVQ R

L

  　省
しょう
略
りゃく
　

 ① bus　　② train　　③ fish　　④ cat　　⑤ pencil　　⑥ time

 

e a

s

u

d

y

e

r

e

n

a

l

k

g

o

o

k

答 え
1

2 3

4

5

  　省略
 ① イ　② ア

答 え
1 2

3

アルファベットと英単語01

毎日の習
しゅう

慣
かん

①02

英語
44 ～ 45ページ

46～ 47ページ

①　I walk to school.　（わたしは歩いて学校へ行きます。）
②　I cook eggs.　（わたしはたまごを料理します。）

読まれた英語と意味
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英
　語

 省略
 ① five　　② eleven　　③ eight　　④ three

 ① nine thirty　　② evening　　③ morning

 省略

 

3 2 1

答 え
1

2

3

4

5

 省略
 ①  eat　　② help

 I get home at four.

 省略
 　 What time do you usually get up?

 　 I usually get up at seven.

 　 I walk to school at eight in the morning.

  （みなさんはふつう何時に起きますか？　わたしはふだん 7時に起きます。わたしは朝 8時に
歩いて学校へ行きます。）

 ※毎日の生活について表
ひょう
現
げん
できていれば正

せい
解
かい
です。

答 え
1

2

3

4

5 例

英語の文を書こう04
50 ～ 51ページ

毎日の習慣②・時間03
48 ～ 49ページ

I go home from school at 12:30.　（わたしは 12時半に学校から家へ帰ります。）
I eat lunch with my family.　（わたしは家族とお昼ごはんを食べます。）
I read books in the evening.　（わたしは夜に本を読みます。）

読まれた英語と意味
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算
　数

	 （1）	 2318 	 1	
5
18 	　（2）1

15
28 	

43
28 	

	 （3）	39	 （4）5.535
	 （5）	2.45	 （6）0.12
	 （1）	112cm2	 （2）27cm2

	 （3）	100cm2	 （4）16m2

	 （1）	［式］48.8÷1.5＝32あまり 0.8
	 	 ［答え］32 本できて 0.8Lあまる
	 （2）	［式］328＋311＋299＋308＋319＋304
	 ＝ 1869
	 	 　　 1869 ÷ 6＝ 311.5
	 	 ［答え］311.5g
	 （1）	9cm3　（2）843750cm3

	 （3）	702cm3

	 （1）	［式］1200 ÷ 1600× 100＝ 75
	 	 ［答え］75％
	 （2）	［式］100 － 75＝ 25
	 	 ［答え］25％
	 （1）	83&　（2）辺HG　（3）角 E
	 （1）	87.92　（2）210

答 え

1

2

3

4

5

6

7

	 　（1）	14 × 8＝ 112（cm2）
（2）	9 × 6÷ 2＝ 27（cm2）
（3）	�8 ＋ 12� × 10÷ 2＝ 100（cm2）
（4）	4 × 8÷ 2＝ 16（m2）
	 　（2）	平

へい
均
きん
＝重さの合計÷個

こ
数
すう
の式で求めら

れます。
	 　（2）	1.5m＝ 150cmと cmにそろえてか
ら直方体の体積＝たて×横×高さの公式を使
います。75× 150× 75＝ 843750（cm3）
次のように、m3で求めることもできます。
　　0.75 × 1.5 × 0.75 ＝ 0.84375（m3）

（3）	2 つの立体
あ、いに分け
ると、あの体
積は、

　　6× 9× 9＝ 486（cm3）
いの体積は、6×�15－9�×6＝216（cm3）
だから、求める体積は、
　　486＋ 216＝ 702（cm3）
	 　（1）	12

くら
0

比べられる量
0 円は 160

もとにする量
0 円の？％と

割合（百分率）
考えて、

2

3

4

5

　　1200÷ 1600× 100＝ 75（％）
（2）定

てい
価
か
をもとにしたときのね引

び
きされた割

合を百分率で表すと、（1）より、
　　100－ 75＝ 25（％）

	 　（1）	四角形の内角の和は 360度だから、
　　360°－ �90°＋ 120°＋ 67°�＝ 83°

（2）	（3）	いの図形をひっくり返してから回転さ
せて考えます。

	 　（1）	円周＝直径× 3.14 の式の直径に 28
をあてはめて解

と
くこともできますが、直径が

□倍になると、円周も□倍になることを使っ
て解くことができます。
あでは、円の直径が 28cmなので、円の直
径が 14cmのときの 2倍と考えて、
　　43.96 × 2＝ 87.92（cm）

（2）	円周＝直径× 3.14 の式にあてはめて解く
こともできますが、円周が□倍になると、直
径も□倍になることを使って解くことができ
ます。
いでは、円周が 659.4cmなので、円周が
65.94cmのときの 10倍と考えて、
　　21× 10＝ 210（cm）

6

7

	 　（1）	 56 	＋	
4
9 	＝	

15
18 	＋	

8
18 	＝	

23
18 	 ＝1

5
18 	

（2）	 2 14 	－	
5
7 	＝	2	

7
28 	－	

20
28 	＝	1	

35
28 	－	

20
28

	 ＝ 1	1528 	 ＝
43
28 	

（3）		 	 （4）

（5）		 	 （6）

考 え 方

1

×
52
21
06 5

3 2 5
03 9 0

3.

.

×
32
50 4
56 1

4 9 2
55 5 3

1 .
.

.

42
21 9 4

4

4

4
5
8
6
6

0

0
0
0

2
2

5.
. ..

51
1751 8 8

1

1

3
3
1

7
4

4
4
0

0 2.
.

まとめテスト算数

9cm

9cm

6cm

6cm

いあ

15cm
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理
　科

	 イとウ
	 イ
	 	例しばらくの間、成長するための養

分をたくわえている点。
	 ア
	 晴れ
	 ア
	 イ
	 ア
	 Ｓ極
	 0.6g

答 え
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

	 　人の子どもは受
じゅ
精
せい
後約 4週間で心

しん
臓
ぞう
が動

いて血
けつ
液
えき
が流れ始めます。約 9週間で目や

耳ができ、手や足の形がはっきりしてきて、
からだを動かし始めます。約 20週間で手足
の筋

きん
肉
にく
が発達して、からだをよく動かすよう

になります。そして、約38週間で生まれます。

	 　日本の天気は西から東へ移
うつ
りかわるので、

西の空が晴れていると、次の日は晴れになる
ことが多いといわれています。

	 　日本のはるか南の海で発生した台
たい
風
ふう
は、夏

から秋にかけて日本に接
せっ
近
きん
してくることが多

く、日本に上陸したあとは、次の図のように
北のほうへ動いていくことが多いです。

	 　曲がった川では、外側のほうが岸がけずら
れやすいため、がけになっていることが多く、
内側はすなや土が積もりやすく、川原になっ
ていることが多いです。

	 　ふりこが 1往
おう
復
ふく
するのにかかる時間を短

くするためには、ふりこの長さを短くします。
おもりの重さやふれはばをかえても 1往復
するのにかかる時間はかわりません。

	 　電
でん
磁
じ
石
しゃく
のＢ側に方

ほう
位
い
磁
じ
針
しん
のＳ極が引きつ

けられているので、Ｂ側はＮ極です。よって、
Ａ側はＳ極になります。

	 　水の量を半分にすると、ものがとける量も
半分になります。20℃の水 50mL にはホウ
酸
さん
が 4.8÷ 2＝ 2.4（g）とけるので、3－2.4
＝ 0.6（g）がとけきれずに出てきます。

4

5

6

9月 23日　正午

7

8

9

10

	 　問題のア～ウの 条
じょう
件
けん
を表にまとめると、

以下のようになります。
　

　日光が必要なことを調べるためには、日光
が当たっているか当たっていないか以外の条
件を同じにして比

くら
べなければならないので、

イとウを比べます。

	 　ア…アサガオは、1つの花の中におしべと
めしべがあります。
　イ・ウ…柱

ちゅう
頭
とう
はめしべの先の部分にあり、

ここに花
か
粉
ふん
がつくことを受

じゅ
粉
ふん
といいます。受

粉すると子
し
ぼうが実になります。

	 　たまごからかえったばかりの子メダカは、
はらにある養分を使って、2～ 3日の間、成
長するので、その間はえさを食べません。イ
ンゲンマメは、種

しゅ
子
し
にふくまれている養分（で

んぷん）を使って発
はつ
芽
が
したり、しばらくの間

成長したりします。

考 え 方
1

水 肥
ひ
料
りょう 日光

ア ○ × ○
イ ○ ○ ○
ウ ○ ○ ×

2

3

まとめテスト理科
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社
　会

	 （1）	E・F（順不同）
	 （2）	ハザードマップ（防

ぼう
災
さい
マップ）

	 （3）		例冬に雪が積もり、その雪
ゆき
解
ど
け

水
みず
が春に流れている。

《採
さい
点
てん
の仕方》

気候について冬に「雪が積もる（ふる）」
ことが書けていて 10点、「雪解け水」
が川を流れることが書けていて 10点、
合計 20点です。

	 （4）	北西
	 （5）	イ・ウ（順不同）
	 （6）	中小工場
	 （7）		例地方紙は、販

はん
売
ばい
される地

ち
域
いき
に

関する情
じょう
報
ほう
が全国紙よりくわし

い。
《採点の仕方》
全国紙より地方紙の方が、「販売され
る地域に関する情報が多い」ことが書
けていれば○です。

答 え
1

をふらせたあとのかわいた風で、群馬県の名
物になっています。

　

（5）	太
たい
平
へい
洋
よう
ベルトは、関

かん
東
とう
地方南部から九

きゅう
州
しゅう

地方北部を指します。福
ふく
岡
おか
県・三

み
重
え
県は、そ

れぞれ北
きた
九
きゅう
州
しゅう
工業地域・中

ちゅう
京
きょう
工業地帯を

ふくみ、工業がさかんな県です。
　岩
いわ
手
て
県・宮

みや
崎
ざき
県は、いずれも太平洋に面し

ていますが、太平洋ベルトにはふくまれませ
ん。

（6）	日本の工場の大部分は中小工場です。一方、
大工場の方が大

だい
規
き
模
ぼ
に生産できるため、働く

人 1人あたりの生
せい
産
さん
額
がく
や、工場 1か所あた

りの生産額は、大工場の方がかなり大きく
なっています。

（7）	全国紙の読者は全国にいるため、全国的に
重要なできごとを中心に紙面をつくっていま
す。一方、地方紙の読者は地域が限

げん
定
てい
されて

いるため、その地域の人たちにとって重要な
できごとを多くのせています。そのため、同
じ日の新聞でも、全国紙と地方紙では紙面が
大きくことなります。

かわいた風しめった風

かわいた風
あたたかく
しめった風

冬

夏 南東からの季節風

北西からの季節風

日本海 太平洋

日
本
列
島日本海 太平洋

雪が多い

雨

日
本
列
島

	 　（1）	Aは北
ほっ
海
かい
道
どう
、Bは山

やま
形
がた
県、Cは群

ぐん
馬
ま
県、

Dは石
いし
川
かわ
県、Eは 兵

ひょう
庫
ご
県、Fは岡

おか
山
やま
県、G

は高
こう
知
ち
県、Hは長

なが
崎
さき
県です。兵庫県の西に岡

山県があります。
（2）	ハザードマップには、被

ひ
害
がい
が予想される地

域のほか、避
ひ
難
なん
所
じょ
などの情報もかきこまれて

います。火山の噴
ふん
火
か
以外に、地

じ
震
しん
や津

つ
波
なみ
、洪
こう

水
ずい
などに対するものもあります。

（3）	山形県は日本海側の県です。冬の日本海側
には、日本海からしめった北西の季節風がふ
きこみ、雪をふらせます。春になると、その
雪解け水が川に流れこみます。このような気
候のため、日本海側の雪が多い地域は、田お
こしや代

しろ
かきをする時期に豊

ほう
富
ふ
な水を使うこ

とができます。
（4）	からっ風は冬の風であることから、その向
きは北西と考えられます。群馬県は、県の北
にある越

えち
後
ご
山
さん
脈
みゃく
などによって日本海側とへ

だてられています。からっ風は日本海側で雪

考 え 方
1

まとめテスト社会
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国
　語

　
　
⑴
の
「
再さ
い

会か
い

」、
⑹
の
「
海
底
」
は
「
海
の
底
」
で

上
の
字
が
下
の
字
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く
す
る
関
係
で
す
。

　
　
⑴
「
頭
が
い
た
い
」
は
、
い
や
な
こ
と
や
心
配
な
こ

と
に
つ
い
て
な
や
む
と
い
う
意
味
な
の
で
、
ウ
の
よ
う
に

楽
し
い
物
事
に
対
し
て
は
使
い
ま
せ
ん
。

ほ
か
の
慣か
ん
用よ
う
句く

に
つ
い
て
も
意
味
を
確か
く
に
ん
し
ま
し
ょ
う
。

ア
　
目
を
見み

張は

る
＝ 

あ
る
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
り
、
感
心

し
た
り
し
て
、
目
を
大
き
く
見
開
く

こ
と
。

イ
　
上
の
空
＝ 

ほ
か
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
て
、
目

の
前
の
こ
と
に
注
意
が
向
か
な
い
こ
と
。

エ
　
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
＝ 

ほ
か
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
な

く
、
一
つ
の
こ
と
を
一
心
に
行

う
こ
と
。

⑵
「
か
え
る
の
子
は
か
え
る
」
は
、
子
ど
も
は
親
に
似に

る

と
い
う
意
味
な
の
で
、
イ
の
「
父
は
数
学
者
な
の
に
ぼ
く

は
算
数
が
苦
手
」
は
あ
い
ま
せ
ん
。

　
　
⑴
の
「
桜
色
」
は
上
下
と
も
訓
読
み
の
熟じ
ゅ
く

語ご

で
、

そ
の
他
の
熟
語
は
上
下
と
も
音
読
み
で
す
。

⑵
の
「
丸
太
」
は
上
が
訓
読
み
・
下
が
音
読
み
の
熟
語
で
、

そ
の
他
の
熟
語
は
上
下
と
も
訓
読
み
で
す
。

　
　
⑴
主
語
が
「
ご
み
」
の
場
合
は
受
け
身
の
「
ら
れ
る
」

を
加
え
て
「
す
て
ら
れ
る
」
が
、「（
だ
れ
か
に
）
や
ら
せ

る
」
と
い
う
意
味
の
文
で
は
使
役
の
「
さ
せ
る
」
を
使
っ

て
「
す
て
さ
せ
る
」
が
適て
き
切せ
つ
で
す
。

考
え
方

1234

⑵「
す
る
」の
使
役
の
形
は「
さ
せ
る
」、受
け
身
の
形
は「
さ

れ
る
」
に
な
り
ま
す
。

　
　
❸
「
こ
の
」
と
い
う
指し

示じ

語ご

が
あ
る
の
で
前
の
部
分

に
注
目
し
ま
す
。「
ヒ
ス
イ
が
エ
ナ
メ
ル
質
と
同
じ
よ
う

に
、
結
し
ょ
う
の
束
が
ね
じ
れ
た
せ
ん
い
の
よ
う
な
構こ

う
造ぞ

う

を
持
っ
て
い
る
（
30
～
32
行
目
）」
と
あ
り
ま
す
ね
。
こ

こ
か
ら
字
数
に
あ
わ
せ
て
書
き
ぬ
き
ま
す
。

❹
　
―
―
―
③
の
前
に
「
こ
れ
は
」
と
あ
る
の
で
、
前
の

部
分
を
確か
く

認に
ん

し
ま
す
。
す
る
と
、「
エ
ナ
メ
ル
質
の
表
面

に
は
酸さ

ん

を
は
ね
か
え
す
歯し

小し
ょ
う

皮ひ

が
ま
く
を
つ
く
っ
て
い

て
、
食
物
に
ふ
く
ま
れ
る
酸
か
ら
歯
を
守
っ
て
い
る
（
35

～
36
行
目
）」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
も
と
に
解か
い

答と
う

を
ま

と
め
ま
す
。

❺
　
ア
は
、
7
～
8
行
目
の
「
人
で
は
ほ
か
の
サ
ル
よ
り

も
は
る
か
に
厚あ

つ
い
」
と
あ
い
ま
せ
ん
。
イ
は
、
せ
ん
い
の

束
で
で
き
て
い
る
た
め
「
わ
れ
に
く
い
」
と
問
題
文
に
書

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
長
持
ち
す
る
」
と
は
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ウ
は
、
人
が
「
ほ
か
の
サ
ル
と
比く
ら
べ
て
長
く

生
き
ら
れ
る
」
と
は
問
題
文
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
エ

は
、
問
題
文
に
書
か
れ
て
い
る
エ
ナ
メ
ル
質
の
特
ち
ょ
う

と
あ
い
ま
す
ね
。

7

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 
イ
　
　
⑶ 

イ

　
　
⑷ 

エ
　
　
⑸ 
ア
　
　
⑹ 

ウ

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 

イ

　
　
⑴ 

桜
色
　
　
⑵ 

丸
太

　
　
⑴
A
＝
す
て
ら
れ
る
　
　
B
＝
す
て
さ
せ
る

　
　
⑵
A
＝
さ
せ
る
　
　
　
　
B
＝
さ
れ
る

　
　
⑴ 

近
→
均
　
　
⑵ 

険
→
検

　
　
⑴ 

現
　
　
⑵ 

採

　
　
❶
エ
ナ
メ
ル
　

　
　
❷
ａ
＝
か
た
さ
（
ま
た
は
）
こ
う
度

　
　
　
ｂ
＝
わ
れ
に
く
い

　
　
❸ 

結
し
ょ
う
の
束
が
ね
じ
れ
た
せ
ん
い
の
よ
う

な
構
造

　
　
❹
例 

エ
ナ
メ
ル
質
の
表
面
に
ま
く
を
つ
く
っ

た
歯
小
皮
が
、
食
物
に
ふ
く
ま
れ
る
酸

か
ら
歯
を
守
る
（
36
字
）

　
　《
採さ
い

点て
ん

の
考
え
方
》

　
　 「
歯し

小し
ょ
う
皮ひ

」
が
「
酸
か
ら
歯
を
守
る
」
こ
と
を

お
さ
え
、
40
字
に
な
る
よ
う
、
文
中
の
言
葉
を

補
う
。

　
　
❺
　
エ

1234567 答
え

ま
と
め
テ
ス
ト

国語
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18

答
え

　
　「
復
」
と
「
複
」、「
織
」
と
「
職
」
は
、
つ
く
り
が

同
じ
で
部
首
が
こ
と
な
る
漢
字
の
ペ
ア
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

「
フ
ク
」、「
シ
ョ
ク
」
と
音
読
み
も
同
じ
な
の
で
、
ま
ち

が
え
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ほ
か
に
も
、「
福
」

と
「
副
」、「
浅
」
と
「
銭
」、「
記
」
と
「
紀
」、「
波
」
と

「
破
」
な
ど
も
つ
く
り
と
音
読
み
が
同
じ
で
す
ね
。

考
え
方

3

と
あ
り
ま
す
。

　
　
拓た
く
が
亜
美
の
「
絶
対
負
け
な
い
」
と
い
う
発
言
を
ど

う
思
っ
て
い
た
か
は
、「『
絶
対
、
負
け
な
い
』
と
い
う
の

は
、亜
美
の
口
ぐ
せ
だ
。よ
く
そ
う
言
う
。（
26
～
27
行
目
）」

か
ら
わ
か
り
ま
す
。
答
え
は
「
口
ぐ
せ
」
で
す
ね
。

　
　
こ
こ
ま
で
の
試
合
で
、
な
か
な
か
出
せ
な
か
っ
た

サ
ー
ブ
を
「
た
め
ら
う
こ
と
な
く
出
せ
た
（
53
行
目
）」

の
は
、拓
の
気
持
ち
が
変
化
し
た
か
ら
で
す
。「
何
が
き
っ

か
け
で
」「
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
」
を
読
み
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
き
っ
か
け
は
、
亜
美
の
戦
い
ぶ
り
を
見
た
こ
と
で
す
ね
。

「（
亜
美
は
、自
分
を
信
じ
て
戦
っ
て
る
ん
だ
）（
39
行
目
）」

「（
自
分
を
信
じ
る
っ
て
、
本
気
に
な
る
こ
と
な
の
か
も

…
…
）（
40
行
目
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
を
信
じ
て
あ

き
ら
め
ず
戦
う
亜
美
の
す
が
た
に
感
化
さ
れ
、「（
自
分
を

信
じ
て
、
自
分
の
卓た
っ

球き
ゅ
う

を
や
る
）（
47
行
目
）」
と
決
意

を
固
め
た
の
で
す
。

　
　「
絶ぜ
っ

対た
い

、
負
け
な
い
っ
」
と
い
う
言
葉
や
、
試
合
で

の
戦
い
ぶ
り
か
ら
、
ど
ん
な
状じ
ょ
う

況き
ょ
う
で
も
あ
き
ら
め
な
い

亜
美
の
性せ
い
格か
く
が
読
み
取
れ
ま
す
。
答
え
は
エ
で
す
。
ア
は
、

「
負
け
ず
ぎ
ら
い
」
は
適て
き

切せ
つ

で
す
が
、「
負
け
を
み
と
め
よ

う
と
し
な
い
」
の
部
分
が
ち
が
い
ま
す
。
イ
の
「
周
り
の

人
と
打
ち
と
け
ず
」
は
、
拓
と
の
会
話
の
様
子
な
ど
と
あ

い
ま
せ
ん
。
ウ
の
「
忠ち
ゅ
う
告こ
く
が
耳
に
入
ら
な
く
な
る
」
も
、

問
題
文
で
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

467

　
　
⑴ 

部
首
＝
　 

　
部
首
の
名
前
＝
し
め
す
へ
ん

　
　
⑵ 

部
首
＝
　 

　
部
首
の
名
前
＝
ま
だ
れ

　
　
続
・
指
・
借
・
械
・
笑
・
完
・
荷
・
究
（
順
不
同
）

　
　
⑴ 

復
　
　
⑵ 

複
　
　
⑶ 

織
　
　
⑷ 

職

　
　
⑴ 

　
　
　
⑵ 

　 

　
　
⑴ 

意
味
＝
Ａ
　
　
お
話
＝
イ

　
　
⑵ 

意
味
＝
Ｃ
　
　
お
話
＝
ウ

　
　
⑶ 

意
味
＝
Ｂ
　
　
お
話
＝
ア

　
　
⑴ 

現
像
　
　
⑵ 

夢
　
　
⑶ 

救
護
室

　
　
⑷ 

輸
出
　
　
⑸ 

妻
　
　
⑹ 

潔
く

　
　
⑺ 

営
む
　
　
⑻ 

保
つ

123456 答
え

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

⑥

12

55
ペ
ー
ジ

　
公
園
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
禁
止
す
べ
き
、
と
い
う
主
張
に

当
て
は
ま
る
事
例
で
あ
れ
ば
、
正せ
い
解か
い
で
す
。

　
小
学
生
や
中
学
生
が
公
園
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
と
、

危き

険け
ん

な
こ
と
や
人
に
迷め
い

惑わ
く

を
か
け
そ
う
な
こ
と
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

考
え
方

53
ペ
ー
ジ

説せ
っ

得と
く

力り
ょ
く

を
つ
け
る

〜
主し

ゅ

張ち
ょ
う

と
事
例
〜

６年国語
さきどり
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　「
陸
の
上
を
歩
く
よ
り
敵て
き

も
少
な
く
、
お
そ
わ
れ
る

こ
と
も
へ
っ
た
は
ず
（
10
～
11
行
目
）」「
え
さ
も
高
い
木

の
上
の
こ
ん
虫
や
実
を
食
べ
た
り
、
小
動
物
を
空
か
ら
ね

ら
っ
た
り
も
で
き
た
で
し
ょ
う
（
11
～
13
行
目
）」
と
あ

り
ま
す
。
ア
・
イ
・
エ
の
内な
い
容よ
う
は
こ
の
部
分
と
対た
い
応お
う
し
ま

す
が
、ウ
の「
歩
く
よ
り
も
速
く
移い

動ど
う

で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

考
え
方

2

　
　
36
～
37
行
目
に
「
こ
れ
を
前
足
の
ま
わ
り
に
生
や
す

こ
と
で
、
風
を
切
り
、
空
に
う
か
ぶ
力
、
よ
う
力り
ょ
く
を
得
て
、

空
を
飛
ん
で
い
る
の
で
す
」
と
い
う
、
設せ
つ
問も
ん
文ぶ
ん
に
よ
く
似に

た
文
が
見
つ
か
り
ま
す
。（
　
ｂ
　
）
に
は
「
よ
う
力
を 

得
て
」
が
入
り
、（
　
ａ
　
）
に
は
「
こ
れ
」
が
指
す
「
羽う 

毛も
う

」
が
入
り
ま
す
。

　
　（
　
Ｂ
　
）
を
ふ
く
む
文
に
「
や
は
り
」
と
あ
る
こ

と
に
注
目
し
ま
す
。
前
に
も
同
じ
内
容
が
述の

べ
ら
れ
て
い

る
と
わ
か
る
の
で
、「
生
き
の
こ
り
」
が
出
て
く
る
部
分

を
さ
が
し
ま
す
。
す
る
と
、
16
～
17
行
目
に
「
ほ
か
の
な

か
ま
よ
り
生
き
の
こ
る
こ
と
に
体
の
形
が
つ
ご
う
よ
く

変
化
し
た
も
の
だ
け
が
、
子
孫
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き

…
…
」
と
あ
る
の
が
見
つ
か
り
ま
す
ね
。
こ
こ
か
ら
「
子

孫
を
ふ
や
す
」
を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

　
　
―
―
― 

④
の
あ
と
に
「
泳
ぎ
が
う
ま
く
な
っ
た
ほ

う
が
、
魚
を
よ
り
多
く
つ
か
ま
え
ら
れ
る
か
ら
（
49
～
50

行
目
）」
と
あ
る
の
で
、
答
え
は
ウ
で
す
。
ア
・
エ
の
内

容
は
問
題
文
に
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
は
、
ペ
ン
ギ
ン
は
、
ほ

乳に
ゅ
う
類る
い
で
は
な
く
鳥
類
な
の
で
ち
が
い
ま
す
。

　
　
ペ
ン
ギ
ン
の
体
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
51
行
目
か
ら

の
段だ
ん
落ら
く
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

・
つ
ば
さ
の
ほ
ね
→
船
の
オ
ー
ル
に
似に

た
形
に
な
っ
た

（
51
～
52
行
目
）

・
り
っ
ぱ
な
羽
毛
→
泳
ぐ
に
は
じ
ゃ
ま
な
の
で
、
短
く
、

こ
ま
か
く
な
っ
た
（
54
～
55
行
目
）

4567

　
　
つ
ば
さ

　
　
ウ

　
　
物
を
つ
か
む
働
き

　
　
ａ
＝
羽
毛

　
　
ｂ
＝
よ
う
力
を
得
て

　
　
子
孫
を
ふ
や
す

　
　
ウ

　
　
例 

つ
ば
さ
の
ほ
ね
が
船
の
オ
ー
ル
に
似
た
形
に

変
化
し
、
羽
毛
も
短
く
、
こ
ま
か
く
な
っ
た
。

（
35
字
）

《
採さ
い
点て
ん
の
考
え
方
》

　
つ
ば
さ
の
ほ
ね
と
羽
毛
に
起
こ
っ
た
変
化
の

二
点
を
ま
と
め
る
。

1234567 答
え

　
　
―
― 

①
の
直
前
の
部
分
に

・
大
差
で
亜あ

美み

は
苦
戦
し
て
い
る

・
す
で
に
一
、二
セ
ッ
ト
落
と
し
て
い
る

考
え
方

2
　
　
Ａ
＝
イ
　
　
Ｂ
＝
ウ
　
　
Ｃ
＝
ア

　
　
例 

す
で
に
一
、二
セ
ッ
ト
を
亜
美
が
落
と
し
、

大
差
で
苦
戦
し
て
い
る
か
ら
。（
29
字
）

《
採
点
の
考
え
方
》

「
大
差
で
苦
戦
し
て
い
る
」「
す
で
に
一
、二
セ
ッ

ト
落
と
し
て
い
る
」
の
二
点
を
お
さ
え
る
。

　
　
負
け
て
い
る
の
は
亜
美
の
方

　
　
口
ぐ
せ

　
　
最
初
＝
相
手
の
カ
ッ

　
　
最
後
＝
て
い
る
自
分

　
　
例 

亜
美
の
戦
う
す
が
た
を
見
て
、
拓
も
、
自
分

を
信
じ
て
自
分
の
卓
球
を
し
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
。

《
採
点
の
考
え
方
》

「
亜
美
の
戦
う
す
が
た
を
見
て
」
と
い
う
き
っ
か

け
と
、「
自
分
を
信
じ
て
自
分
の
卓
球
を
し
よ
う

と
思
っ
た
」
と
い
う
拓
の
気
持
ち
を
お
さ
え
る
。

　
　
エ

1234567 答
え

説
明
文
の
読
み
取
り 

③

10

61
ペ
ー
ジ

物
語
の
読
み
取
り 

③

11

58
ペ
ー
ジ
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20

　
　
凜り
ん

（
わ
た
し
）
と
葵あ
お
い

の
会
話
に
注
目
し
ま
す
。

・ 「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
も
塾じ
ゅ
く

な
ん
だ
。」（
1
行
目
）

・「
お
正
月
も
塾
が
あ
る
の
。」（
3
行
目
）

　
凛
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
葵
に
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
も
お
正

月
も
な
い
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

　「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
」
や
「
元が
ん

旦た
ん

」
は
字
数
が
あ
わ

な
い
の
で
不ふ

正せ
い
解か
い
で
す
。

　
　
葵
の
言
葉
か
ら
気
持
ち
を
読
み
取
り
ま
す
。

考
え
方

12
　
　
Ａ
＝
ク
リ
ス
マ
ス
　
　
Ｂ
＝
お
正
月

　
　
例 

じ
ゅ
う
ぶ
ん
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に
さ
ら

に
は
げ
ま
さ
れ
て
、
つ
ら
い
と
思
う
気
持

ち
。（
34
字
）

《
採
点
の
考
え
方
》

　「
じ
ゅ
う
ぶ
ん
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に
」「
は

げ
ま
さ
れ
て
」「
つ
ら
い
」
と
い
う
点
を
お
さ

え
る
。

　
　
イ

　
　
じ
ゃ
あ
、
勉

　
　
エ

12345 答
え

　
　
⑴
　「
対
象4

」
で
す
。
ア
は
「
照4

明
」、イ
は
「
印
象4

」、

ウ
「
消4

化
」、
エ
は
「
合
唱4

」
で
す
。

⑵
　「
判4

断
」
で
す
。
ア
は
「
版4

画
」、
イ
は
「
犯4

人
」、

ウ
は
「
夕
飯4

」、
エ
は
「
判4

定
」
で
す
。

　
　
⑴
の
「
そ
の
た
め
」
は
、
前
の
文
が
後
ろ
の
文
の
理

由
や
目
的
に
な
る
と
き
に
使
い
ま
す（
順じ
ゅ
ん

接せ
つ

）。
⑵
の「
け

れ
ど
も
」
や
⑸
の
「
し
か
し
」
は
、
前
の
文
の
内な
い

容よ
う

と
後

ろ
の
文
の
内
容
が
反
対
に
な
る
と
き
に
使
い
ま
す
（
逆ぎ
ゃ
く

接せ
つ

）。
⑶
の
「
な
ぜ
な
ら
」
は
、
前
の
文
の
理
由
を
後
ろ

の
文
で
説
明
す
る
と
き
に
使
い
ま
す
。
⑷
の「
そ
の
う
え
」

は
、
前
の
文
の
内
容
に
他
の
事こ
と

柄が
ら

を
付
け
加
え
る
と
き
に

使
い
ま
す
。

考
え
方

23

・「
わ
た
し
、
も
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
が
ん
ば
っ
て
る
よ
。」

 

（
22
行
目
）

・「
わ
た
し
、
も
う
、
こ
れ
以
上
、
が
ん
ば
れ
な
い
。」

 

（
24
行
目
）

　
こ
れ
以
上
が
ん
ば
れ
な
い
ほ
ど
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
き

に
、「
勉
強
、
が
ん
ば
っ
て
ね
！
（
18
行
目
）」
と
凛
に
は

げ
ま
さ
れ
た
の
で
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

　
　
―
―
― 

②
の
あ
と
に
「
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
あ

る
の
で
、
こ
れ
は
た
と
え
で
、
実じ
っ
際さ
い
の
で
き
ご
と
で
は
な

い
と
わ
か
り
ま
す
。で
は
、何
を
た
と
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
直
前
の
「
六
年
生
に
な
っ
て
、
や
っ
と
話
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
（
26
行
目
）」
や
、「
ふ
た
り
で
積
み
上
げ
て

き
た
（
26
～
27
行
目
）」
か
ら
、
凛
と
葵
の
友ゆ
う

情じ
ょ
う

を
「
砂す
な

の
塔と
う

」に
た
と
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が「
風

に
ふ
き
飛
ば
さ
れ
て
」「
消
え
て
い
く
」
と
は
、
友
情
が
こ

わ
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
答
え
は
イ
で
す
。

　
　
　  

で
も
見
た
よ
う
に
、
凛
の
は
げ
ま
し
の
言
葉
が

葵
を
き
ず
つ
け
た
の
で
す
ね
。

　
　
33
～
34
行
目
の
「
わ
た
し
、
葵
ち
ゃ
ん
を
き
ず
つ
け

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
」
か
ら
、
凛
は
葵
を
き
ず
つ
け
た
こ
と
を

自
覚
し
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、「
ど
う
し
よ
う
」

（
36
行
目
）
か
ら
は
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
と
ま

ど
っ
て
い
る
気
持
ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。
答
え
は
エ
で
す
。

ウ
の
よ
う
に
、
ふ
て
く
さ
れ
て
ふ
き
げ
ん
に
な
っ
て
い
る

様
子
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
ね
。

34

2

5

　
　
⑴ 

ア
　
⑵ 

ウ
　
⑶ 

イ
　
⑷ 

ア
　
⑸ 

イ

　
　
⑴ 

イ
　
　
⑵ 

エ

　
　
⑴ 

例
荷
物
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
⑵ 

例
許ゆ
る

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　
　
⑶ 

例
人
一
倍
練
習
を
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
　
⑷ 

例
ス
ポ
ー
ツ
も
得と
く
意い

だ
。

　
　
⑸ 

例
弟
が
食
べ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
　
⑴ 

固
・
個
　
　
⑵ 

識
・
職

　
　
⑶ 

径
・
経
　
　
⑷ 

然
・
燃

1234 答
え

物
語
の
読
み
取
り 

②

08

65
ペ
ー
ジ

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

⑤

09

63
ペ
ー
ジ
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⑴
　
―
―
― 

①
は
、
6
～
7
行
目
の
、「
気
ほ
う
が

は
じ
け
る
音
」
を
表ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
だ
け
で
は
説
明
不
足
な
の
で
、「
氷
山
の
氷
の
中
に
あ

る
気
ほ
う
」
の
よ
う
に
、
言
葉
を
お
ぎ
な
い
ま
す
。

⑵
　
10
～
12
行
目
に
、「
何
万
年
前
の
空
気
が
、
現げ

ん

代だ
い

の

空
気
と
出
会
っ
て
あ
い
さ
つ
を
交か

わ
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
っ
た
想そ
う

像ぞ
う

を
し
て
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い
た
」

と
あ
り
ま
す
。
傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

の
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
ぬ

き
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1

　
　
次
の
段だ

ん
落ら

く
に
「
こ
の
理
由
は
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目

し
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
北
極
は
海
な
の
に
、
南
極
に
は
真
ん
中

に
ど
っ
か
り
と
大
き
な
大
陸
が
あ
る
こ
と
で
す
。

 

（
20
～
21
行
目
）

　
こ
の
部
分
が
答
え
で
す
。
な
お
、（
　
ｂ
　
）
は
、
25

行
目
に
あ
る
「
陸
地
」
と
答
え
て
も
正せ
い
解か
い
で
す
。

　
　「
テ
ー
ブ
ル
型
氷
山
」
は
、
南
極
の
氷
山
の
形
で
す
。

次
の
段
落
で
、
南
極
に
お
け
る
氷
山
の
で
き
方
が
く
わ
し

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
極
で
は
、
こ
の
大
陸
の
う
え
に
ふ
り
積
も
っ
た
雪
が

分ぶ

厚あ
つ

い
氷ひ
ょ
う

床し
ょ
う

と
な
り
、
そ
れ
が
海
の
う
え
に
す
べ
り

出
し
た
あ
と
ち
ぎ
れ
て
氷
山
と
な
る
た
め
、
テ
ー
ブ
ル

型
氷
山
が
多
く
な
る
の
で
す
。（
21
～
23
行
目
）

　
　
氷
山
の
形
は
南
極
で
は
「
テ
ー
ブ
ル
型
（
17
行
目
）」、

北
極
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
く
ず
れ
た
も
の
（
18
行

目
）」、
大
き
さ
は
「（
北
極
は
）
南
極
に
比く
ら

べ
れ
ば
小
さ

い
氷
山
が
多
い（
26
行
目
）」と
あ
る
の
で
イ
が
正
解
で
す
。

　
ア
は
、
3
行
目
に
「
氷
と
い
っ
て
も
と
う
明
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
あ
る
の
で
ち
が
い
ま
す
。
ウ
は
、「
北
極
の

海
で
は
氷
が
と
け
や
す
い
」
と
い
う
内な
い

容よ
う

は
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
エ
は
、
筆
者
が
氷
山
の
で
き
方
を
調
べ
に
南
極

へ
行
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

234

　
　
⑴ 

 

氷
山
の
氷
の
中
に
あ
る
気
ほ
う
が
は
じ

け
る
音
。（
19
字
）

　
　
⑵ 

最
初
＝
何
万
年
前
の

　
　
　 

最
後
＝
わ
し
て
い
る

　
　
ａ
＝
海
　
　
ｂ
＝
大
陸
（
陸
地
）

　
　
例 

氷
床
が
海
の
う
え
に
す
べ
り
出
し
た
あ
と

ち
ぎ
れ
て
氷
山
と
な
る
。

《
採さ
い

点て
ん

の
考
え
方
》

「
そ
れ
が
海
の
う
え
に
す
べ
り
出
し
た
あ
と
ち

ぎ
れ
て
氷
山
と
な
る
」
を
ま
と
め
る
。「
そ
れ
」

は
「
氷
床
」
と
言
い
か
え
る
。

　
　
イ

1

例

234 答
え

　
　
⑴
は
、
小
さ
い
の
が
「
目
」
と
「
ね
こ
」
の
ど
ち
ら

な
の
か
、
⑵
は
、
あ
わ
て
て
い
る
の
が
「
母
」
と
「
弟
」

の
ど
ち
ら
な
の
か
、⑶
は
、大
き
い
の
が
「
お
肉
」
と
「
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
」
の
ど
ち
ら
な
の
か
が
あ
い
ま
い
で
す
。

考
え
方

4
　
　
⑴ 

イ
　
　
⑵ 

ア

　
　
⑴ 

例 

毎
日
授
業
の
予
習
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
⑵ 

例
う
ち
ゅ
う
飛
行
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
　
　 （
ま
た
は
）
う
ち
ゅ
う
飛
行
士
で
す
。

　
　
⑴ 

例 

自
信
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
失
敗
し
て
し

ま
っ
た
。

　
　
⑵ 

例 

来
週
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
る
の
で
、
早

く
起
き
て
練
習
す
る
。

　
　
⑴ 

茶
色
の
目
を
し
た
小
さ
い
ね
こ
を
飼
う
。

　
　
⑵  

母
は
走
っ
て
い
く
弟
を
あ
わ
て
て
追
い
か
け

た
。

　
　
　  （
ま
た
は
）
走
っ
て
い
く
弟
を
母
は
あ
わ
て

て
追
い
か
け
た
。

　
　
⑶  

お
肉
を
は
さ
ん
だ
大
き
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

食
べ
る
。

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 

エ
　
　
⑶ 

ウ

12345 答
え

説
明
文
の
読
み
取
り 

②

06

69
ペ
ー
ジ

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

④

07

67
ペ
ー
ジ
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国
　語

22

　
　
嘉か

穂ほ

は
、「
昨
夜
の
歌
を
注
意
さ
れ
る
と
身み

構が
ま

え
て
」

「
お
ず
お
ず
と
」
レ
ッ
ス
ン
室
に
入
っ
た
の
に
、
先
生
は

「
知
っ
て
る
よ
」
と
言
っ
た
だ
け
で
、
し
か
り
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
の
嘉
穂
の
気
持
ち
に
あ
う
の
は
、

予
想
と
ち
が
っ
て
気
が
ぬ
け
る
様
子
を
表
す
ウ
「
ひ
ょ
う

し
ぬ
け
」
で
す
。

　
　
先
生
が
「
嘉
穂
ち
ゃ
ん
は
ど
う
思
っ
た
？
」
と
た
ず

ね
た
あ
と
の
一
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

嘉
穂
は
、
声
が
固
ま
っ
て
自
分
の
そ
ば
に
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と

落
ち
て
い
く
感
じ
だ
っ
た
と
、
感
じ
た
ま
ま
を
い
っ
た
。

（
13
～
14
行
目
）

　
こ
の
部
分
が
、
嘉
穂
が
自
分
の
歌
に
つ
い
て
感
じ
た
内な
い

考
え
方

12
　
　
ウ

　
　
嘉
穂
は
、
声

　
　 

大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
を
通
し
て
空
に
と
ど

け
る
（
も
の
。）

　
　
例 

嘉
穂
の
歌
が
う
ま
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。（
19
字
）

　
　
エ

12345 答
え

　
　
慣か
ん

用よ
う

句く

は
、
た
だ
意
味
を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、
文

脈
に
合
う
も
の
を
選
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ア
～
カ
の
意
味
を
確
認
し
ま
す
。

ア
　
愛あ
い

想そ

を
つ
か
す=

  

あ
き
れ
て
、
相
手
に
信
ら
い
や

好
意
の
気
持
ち
を
な
く
す
こ
と
。

イ
　
血
が
さ
わ
ぐ=

  

気
持
ち
が
高
ぶ
り
、
じ
っ
と
し
て

い
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
。

ウ
　
口
が
減へ

ら
な
い=

  

何
を
言
わ
れ
て
も
、
負
け
ず
に

反
論
な
ど
を
す
る
こ
と
。

エ
　
途と

方ほ
う

に
く
れ
る=

  

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、

ぼ
う
然
と
す
る
こ
と
。

オ
　
息
を
つ
く=

安
心
す
る
こ
と
。
一
休
み
す
る
こ
と
。 

カ
　
頭
を
冷
や
す=

  

気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
、
冷
静
に

な
る
こ
と
。

考
え
方

1

容よ
う
に
な
る
の
で
、
最
初
の
五
字
を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

　
　
―
―
― 

②
の
「
そ
う
い
う
も
ん
」
と
あ
る
の
で
、

直
前
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

両
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
、
お
な
か
に
力
を
い
れ
て
、
大
地

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
を
通
し
て
空
に
と
ど
け
る
。 

 

（
21
～
22
行
目
）

　
こ
の
部
分
を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

　
　
直
後
の
先
生
の
答
え
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

「
じ
ゃ
、
あ
た
し
が
も
の
す
ご
く
下へ

手た

っ
て
感
じ
た
の

は
」

「
そ
う
、
簡か
ん
単た
ん
よ
。
う
ま
く
な
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
」  

（
29
～
30
行
目
）

　「
嘉
穂
の
歌
が
」
な
ど
の
言
葉
を
お
ぎ
な
っ
て
、
二
十

字
以
内
で
ま
と
め
ま
す
。

　
　「
で
も
、
明
日
は
、
そ
し
て
そ
の
次
の
日
は
、
も
っ

と
い
い
声
が
だ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
（
41~

42
行
目
）」

な
ど
か
ら
、
前
向
き
な
気
持
ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。
正せ
い
解か
い

は
エ
で
す
。
ア
の
「
ま
だ
立
ち
直
れ
な
い
」、
イ
の
「
見

放
し
て
い
る
よ
う
」、
ウ
の
「
い
い
声
を
だ
せ
る
は
ず
が

な
い
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
文
と
ち
が
っ
て
い
ま
す
。

345

　
　
⑴ 

イ
　
　
⑵ 

ア
　
　
⑶ 

オ
　
　
⑷ 

エ

　
　
⑴ 

害
　
　
⑵ 

八
　
　
⑶ 

類

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 

イ

　
　
⑴ 

不
　
　
⑵ 

禁
　
　
⑶ 

支
　
　
⑷ 

功

　
　
⑴ 

無
　
　
⑵ 

答
　
　
⑶ 

務
　
　
⑷ 

向

　
　
⑴ 

効
　
　
⑵ 

耕
　
　
⑶ 

寄
　
　
⑷ 

境

　
　
⑴ 

喜
ぶ
　
⑵ 

断
る
　
⑶ 

直
ち
に

1234567 答
え

物
語
の
読
み
取
り 

①

04

73
ペ
ー
ジ

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

③

05

71
ペ
ー
ジ
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国
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　「
平
和
の
た
め
に
活
用
」
さ
れ
、「
軍
事
利
用
」
も
さ

れ
た
「
科
学
の
成
果
」
の
例
は
、
―
―
― 

①
の
あ
と
に

書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

フ
ェ
ラ
イ
ト
と
い
う
材
料
を
ま
ぜ
た
塗と

料り
ょ
う

・
電
波
を
き
ゅ
う
し
ゅ
う
し
て
、
テ
レ
ビ
の
う
つ
り
が 

考
え
方

1

悪
く
な
っ
た
と
い
う
問
題
を
解か
い
決け
つ
す
る
＝
平
和
利
用

・
戦
と
う
機
の
表
面
に
ぬ
っ
て
、
敵て
き
の
レ
ー
ダ
ー
に
う

つ
り
に
く
く
す
る
＝
軍
事
利
用

　
こ
こ
か
ら「
フ
ェ
ラ
イ
ト
と
い
う
材
料
を
ま
ぜ
た
塗
料
」

を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

　
　
直
後
に
理
由
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

科
学
者
だ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
人
間
と
し
て
、
ま
た
社
会
の
一
員
と
し
て

生
き
る
た
め
に
続
け
て
き
ま
し
た
。（
12
～
14
行
目
）

　
　
―
―
― 

③
を
ふ
く
む
段だ
ん
落ら
く
の
最
後
を
見
ま
し
ょ
う
。

理
く
つ
で
は
な
く 「
い
じ
め
は
か
っ
こ
悪
い
」と
か「
い

や
が
ら
せ
は
良
く
な
い
」
と
い
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
思

い
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。（
25
～
26
行
目
）

こ
の
部
分
の
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

　
　
―
―
― 

④
の
あ
と
に
注
目
し
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
か
く
兵
器
以
外
の
兵
器
の
性せ

い
能の

う
も
ど
ん

ど
ん
向
上
し
て
い
る
中
で
、
か
く
兵
器
さ
え
な
く
な
れ

ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
十
分
で
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

（
31
～
33
行
目
）

こ
の
部
分
の
内
容
を
ま
と
め
ま
す
。

　
　「
適て
き

切せ
つ

で
な
い
も
の
」
を
選
ぶ
こ
と
に
注
意
し
ま
す
。

ウ
の
「
国こ
く
際さ
い
的て
き
な
ル
ー
ル
」
は
、
34
行
目
か
ら
の
段
落
に

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
筆
者
が
考
え
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、「
す
で
に
進
め
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
答
え
で
す
。

2345

　
　
フ
ェ
ラ
イ
ト
と
い
う
材
料
を
ま
ぜ
た
塗
料

　
　
例 

科
学
者
だ
か
ら
で
は
な
く
、人
間
と
し
て
、ま

た
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
た
め
。（
33
字
）

《
採
点
の
考
え
方
》

「
科
学
者
だ
か
ら
で
は
な
い
」「
人
間
と
し
て
、

社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
た
め
」
の
二
つ
の

要
素
を
入
れ
る
。

　
　
最
初
＝
「
い
じ
め
は
　
　
最
後
＝
と
り
の
思
い

　
　
例 

か
く
兵
器
以
外
の
兵
器
の
性
能
も
向
上
し
て

い
て
、
か
く
兵
器
さ
え
な
く
な
れ
ば
よ
い
と

い
う
の
で
は
十
分
で
な
い
か
ら
。（
47
字
）

《
採
点
の
考
え
方
》

戦
争
で
使
う
兵
器
は
か
く
兵
器
に
限
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

　
　
ウ

12345 答
え

　
　「
無
」
は
、
下
に
つ
く
漢
字
に
よ
っ
て
「
む
」
と
読

む
場
合
と
「
ぶ
」
と
読
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
む
」
→
「
無
口
」「
無
理
」「
無
反
応
」
な
ど

「
ぶ
」
→
「
無
事
」「
無
礼
」「
無
愛
想
」
な
ど

　
　
⑷
　「
ね
こ
の
額
」
と
は
、「
と
て
も
せ
ま
い
こ
と
」

と
い
う
意
味
の
慣
用
句
で
す
。

⑻
　「
博
識
」
と
は
、「
知
識
を
広
く
も
っ
て
い
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
す
。

考
え
方

16
　
　
⑴ 

未
　
⑵ 

無
　
⑶ 

非
　
⑷ 

無
　
⑸ 

不

　
　
⑴ 

品
　
　
⑵ 

投
　
　
⑶ 

在
　
　
⑷ 

実

　
　
⑴ 

始
→
初
・
無
→
夢
・
早
→
速

　
　
⑵ 

士
→
仕
・
接
→
設
・
弁
→
便

　
　
⑴ 

ア
　
　
⑵ 

ア
　
　
⑶ 

イ
　
　
⑷ 

ア

　
　
⑴ 

目
　
　
⑵ 

血
　
　
⑶ 

羽
　
　
⑷ 

気

　
　
⑴ 

過
去
　
⑵ 

許
可
　
⑶ 

競
技
　
⑷ 

額

　
　
⑸ 

逆
　
　
⑹ 

慣
　
　
⑺ 

眼
科
　
⑻ 

博
識

123456 答
え

説
明
文
の
読
み
取
り 

①

02

77
ペ
ー
ジ

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

②

03

75
ペ
ー
ジ
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5年生＋さきどり6年生

問題を解
と

き終わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 復

ふく
習

しゅう
しましょう。

Ｚ 会 の 総 復 習 ド リ ル

答えと
考え方

算数・理科・社会・英語の答えは反対側から始まります。

国 語 ……… 24

　
　ア
⑴ 

暗
　
　⑵ 

始
　
　⑶ 

遠

　
　
　⑷ 

苦
　
　⑸ 

旧
（
古
）

　
　⑹ 

多

　
　イ
⑴ 

大
　
　⑵ 

楽
　
　⑶ 

幸

　
　
　⑷ 

路
　
　⑸ 

断
　
　⑹ 

富

　
　週
末
・
良
書
・
羊
毛
・
船
旅

　
　⑴ 

お
り
も
の
・
イ

　
　⑵ 

り
ょ
う
て
・
ウ

　
　⑶ 

か
ん
こ
う
・
ア

　
　⑷ 

み
ぶ
ん
・
エ

　
　⑸ 

ま
ち
か
ど
・
イ

　
　⑹ 

か
く
や
す
・
ウ

　
　⑴ 

対
義
語 

ケ
　
　類
義
語 

サ

　
　⑵ 

対
義
語 

ウ
　
　類
義
語 

シ

　
　⑶ 

対
義
語 

キ
　
　類
義
語 

エ

　
　⑷ 

対
義
語 

ア
　
　類
義
語 

ク

　
　⑸ 

対
義
語 

オ
　
　類
義
語 

イ

　
　⑹ 

対
義
語 

カ
　
　類
義
語 

コ

　
　⑴ 

お
う
ふ
く
　
　⑵ 

か
か
く

　
　⑶ 

え
ん
　
　
　
　⑷ 

げ
ん
い
ん

　
　⑸ 

と
　
　
　
　
　⑹ 

む
ら

　
　⑺ 

け
わ
　
　
　
　⑻ 

や
お
や

　
　⑼ 

け
し
き
　
　
　⑽ 

て
つ
だ

12345 答
え

国語

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

①

01

79
ペ
ー
ジ


